
日

、

市

長

が

来

年

度

10

市

予

算

案

を

発

表

、

市

民

サ

ー

ビ

ス

切

捨

て

や

公

共

料

金

値

上

げ

な

ど

が

提

案

さ

れ

て

い

ま

す

（

こ

の

ニ

ュ

ー

ス

作

成

は

９

日

な

の

で

、

詳

細

は

次

号

以

降

に

て

紹

介

の

予

定

で

す

）
。

敬

老

乗

車

証

や

民

間

保

育

園

補

助

な

ど

は

、

再

来

年

度
（
来
年
４
月
～
）
に
「
見

直

す

」
（

＝

改

悪

）

と

の

方

針

で

す

。

～

年

度

'21

'23

の

３

年

間

を

「

集

中

改

革

期

間

」

と

位

置

付

け

、

今

後
「
大
胆
な
改
革
を
断
行
」

と

引

き

続

く

市

民

リ

ス

ト

ラ

（

＝

切

捨

て

）

を

計

画

し

て

い

ま

す

。

自

治

体

の

役

割

で

あ

る

「

住

民

福

祉

の

向

上

」

を

忘

れ

「

国

基

準

以

上

の

施

策

を

切

り

捨

て

る

」

方

針

は

、

財

政

危

機

な

ら

ぬ

地

方

自

治

の

危

機

と

言

う

べ

き

で

す

。

共

産

党

市

議

団

は

、

市

民

の

皆

さ

ん

と

力

を

合

わ

せ

、

撤
回
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

※

※

現

時

点

で

の

市

長

の

基

本

方

針

●

と

、

井

上

議

員

の

批

判

の

ポ

イ

ン

ト

◎

を

紹
介
し
ま
す
。

●

「

支

出

が

収

入

を

上

回

っ
て
い
る
」

◎

だ

か

ら

支

出

を

減

ら

す

ん

だ

と

、

一

辺

倒

の

短

絡

思

考

。

井

上

議

員

の

対

案

は

左

カ

コ

ミ

記

事

を

参

照

し
て
下
さ
い
。

●

「

財

政

危

機

を

～

改

革

の
契
機
と
し
～
」

◎

改

革

の

正

体

見

た

り

何

と

や

ら

。

先

に

あ

り

き

の

改

革

（

＝

改

悪

）

を

危

機

に
乗
じ
て
す
す
め
る
。

●

「

市

民

の

皆

様

と

危

機

感
を
共
有
し
～
」

◎
危
機
の
責
任
は
市
長
と
、

予

算

に

賛

成

し

て

き

た

議

員

に

。

市

民

に

は

何

の

責

任

も

な

い

。

自

身

の

責

任

を

棚

上

げ

し

て

不

可

抗

力

の
如
き
問
題
の
立
て
方
は
、

真

の

責

任

者

を

免

罪

、

隠

蔽

、

こ

と

の

本

質

を

そ

ら

す
も
の
。

●

「

自

助

に

よ

る

取

組

を

基
本
に
」

◎

ス

ガ

追

随

。

勿

論

、

市

長
自
身
の
考
え
で
も
あ
る
。

政
治
や
行
政
の
役
割
放
棄
。

税

金

を

取

り

立

て

る

権

力

を

持

っ

て

い

る

者

は

国

民

に

説

教

な

ど

せ

ず

、

黙

っ

て

公

助

に

徹

す

る

べ

き

。

「

自

助

共

助

公

助

」

と

の

設
定
自
体
が
間
違
い
。

●
「
委
託
化
・
民
営
化
等
、

民

間

活

力

の

最

大

限

の

活

用
を
す
す
め
る
」

◎

最

早

財

政

節

約

の

為

と

言

う

よ

り

、

民

間

化

自

体

が

積

極

的

自

己

目

的

化

。

民

間

企

業

に

営

業

の

場

を

提

供

し

、

市

民

の

暮

ら

し

を

守

る

公

務

を

、

営

利

対

象

に

市

場

開

放

し

よ

う

と

い

う

も

の

。

企

業

の

利

益

の

源

泉

は

労

働

者

へ

の

し

わ

寄

せ

か

、

市

民

へ

の

負

担
増
・
サ
ー
ビ
ス
後
退
か
。

●

「

国

保

や

保

育

、

敬

老

乗

車

証

な

ど

、

被

保

険

者

・

保

護

者

・

乗

車

証

持

っ

て

い

る

人

、

以

外

の

市

民

も
負
担
」

◎

分

断

と

対

立

を

煽

る

。

社

会

保

障

の

在

り

方

や

、

所

得

再

配

分

機

能

・

資

金

調

達

機

能

等

、

税

金

の

そ

も
そ
も
論
を
無
視
？
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財
政
危
機
な
ら
ぬ
地
方
自
治
の
危
機

財
政
危
機
な
ら
ぬ
地
方
自
治
の
危
機

敬
老
乗
車
証
、
来
年
度
改
悪
は
許
さ
ず

＝
市
長
が
来
年
度
市
予
算
案
を
発
表
＝

敬老乗車証改悪するなと、署名提出（２／４）

※ 過去と、今のムダ遣い
〇 市内高速道路

〇 高速道路出資金 113 億円債権放棄
〇 梅小路横断歩道陸橋６億円余

〇 リニア新幹線誘致

〇 北陸新幹線誘致

〇 大手向け企業立地補助金

〇 学校統廃合計画での新築

〇 芸大や中央市場工事も精査が必要

※ こうすれば財源あり
〇 国から自治体への交付金の増額に向

けての大運動が必要。

〇 「国も大変」と言っているようでは

ダメ。自民党政府の税財政制度政策へ

の批判的検討抜きに抜本的改善はあり

得ない。累進的発想が必要。

〇 国において、軍事費削減、富裕層・

大企業減税やめる。大企業の法人税は

自治体の法人市民税税収にも連動。

〇 高額所得者の市民税を以前の税率に

戻せば市税大幅増収可能。

〇 会社の重役等の社会保険料の累進化

〇 非正規や「フリーター」を減らし社

会保険の大企業が事業主負担分を負担

すれば。社会保障財源大幅増収可能。

等々。

社会保障の学習会に参加、勉強（１／２８）


